
比較思想学会 50 周年記念大会 

―比較思想と世界哲学― 

プログラム 

2023 年 7 月 1 日（土）、7 月 2 日（日） 

 

■第１日 （７月１日） 

受付 08:45-09:15 

総会 （8 号館 4 階 礼拝ホール） 09:15-09:45 

50 周年記念大会 開会式 （8 号館 4 階 礼拝ホール） 09:45-10:00 

50 周年記念シンポジウム① （8 号館 4 階 礼拝ホール） 

空海と世界哲学 

10:00-13:00 

昼食・休憩 （会員休憩室  10 号館 2 階 1021） 13:00-14:00   

50 周年記念シンポジウム② （8 号館 1 階ホール） 

比較思想と世界哲学――マルクス・ガブリエル先生を迎えて 

14:00-17:00 

懇親会 （鴨台食堂（5 号館 8 階）） 18:00- 

 

■第２日（７月２日）  

受付 09:00-09:30 

個人研究発表 （10 号館 3 階 1031, 1032） 09:30-12:00 

昼食・休憩  （会員休憩室 10 号館 2 階 1021） 12:00-13:00 

50 周年記念シンポジウム③ （8 号館 1 階ホール） 

日本哲学から見た比較思想と世界哲学――ブレット・デービス先生を迎えて 

13:00-16:00 

50 周年記念シンポジウム④ （8 号館 1 階ホール） 

普遍的思想史の夢の続きへ――中村元先生の比較思想研究の回顧と展望 

16:00-18:00 

閉会の辞   

 

＊シンポジウムはオンラインでも開催します（「空海と世界哲学」を除く。聴講のみ）。 

＊50 周年記念シンポジウム②「比較思想と世界哲学――マルクス・ガブリエル先生を迎えて」はすべて英語です。 

 同時通訳音声を聞くことができます。 

 

開催校委員長： 髙橋 秀裕（大正大学 学長） 

シンポジウムワーキンググループ座長： 中島 隆博（東京大学 教授） 

記念大会責任者： 頼住 光子（東京大学 教授） 

大会名誉実行委員長： 吉田 宏晢（大正大学 名誉教授） 

 

会 場： 大正大学  （巣鴨キャンパス） 

〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨 3-20-1 



第 1 日 1 日（土） 

50 周年記念シンポジウム① （8 号館 4 階 礼拝ホール）                       10:00-13:00 

空海と世界哲学 

空海著作における思想構造概観 大塚伸夫（大正大学 名誉教授） 

中世インドの言語哲学から空海を読む 川村悠人（広島大学 准教授） 

比較思想としての天長六本宗書：『秘密曼荼羅十住心論』を中心に 師茂樹（花園大学 教授） 

霊異と即身成仏 安藤礼二（多摩美術大学 教授） 

 

■コメンテーター： 阿部貴子（大正大学 准教授）  

■司会： 種村隆元（大正大学 教授） 

 

50 周年記念シンポジウム② （8 号館 1 階ホール）                           14:00-17:00 

比較思想と世界哲学――マルクス・ガブリエル先生を迎えて 

Beyond Cultural Difference: The Need for a New Enlightenment  Markus Gabriel (Bonn Univ. Prof.) 

仏教における言説様相の多様性と世界哲学への可能性 下田正弘（武蔵野大学 教授） 

ギリシア哲学とインド哲学の対決——『ミリンダ王の問い』の世界哲学的意義 納富信留（東京大学 教授） 

中国哲学を普遍化する Universalizing Chinese Philosophy 中島隆博（東京大学 教授） 

 

■コメンテーター： 中野裕考（お茶の水女子大学 准教授） 

■司会： 高橋若木（大正大学 准教授） 

 

第２日 ２日（日） 

個人研究発表                                                  09:30-12:00 

第 1 部会（10 号館 3 階 1031） 

■司会 今村純子（立教大学 特任教授） 

１ 注意のポイエーシスーーSimone Weil と Maria Zambrano――  

江川 空（京都大学大学院人間・環境学研究科） 

２ 比較思想の多次元性－グローバル世界における有用性  

橋 柃（ウィーン比較思想・学際研究協会（KoPhil）理事長） 

 

■司会 斎藤真希（静岡大学 准教授） 

３ 「六経」の位置づけについて――伊藤仁斎と荻生徂徠の比較を通じて  

川出龍一（東京大学大学院人文社会系研究科（倫理学）） 

４ 空海は科学史上どのように記述されたか――20 世紀初めの科学史研究における空海発見の文脈

比較――                             山田俊弘（大正大学 非常勤講師） 

 

 

 

 



個人研究発表                                                  09:30-12:00 

第 2 部会（10 号館 3 階 1032） 

■司会 大熊 玄（立教大学 教授） 

１ 「国家理由／国家理性」の問題 ――「歴史主義」に面する西田幾多郎とマイネッケ  

森 レイ（京都大学大学院文学研究科） 

２ 日韓における戦後的主体の創出―田辺元の「懺悔の主体」と朴鍾鴻の「創造の主体」 

郭 旻錫（京都大学大学院人間・環境学研究科） 

 

■司会 宮村悠介（愛知教育大学 准教授） 

３ 和辻哲郎のフッサール解釈：「肉体」と「身体」の問題 

本田隆裕（京都大学大学院文学研究科） 

４ 人間とは何か ―九鬼周造と和辻哲郎の人間学をめぐって―  

上田瑞季（法政大学大学院国際文化専攻） 

 

50 周年記念シンポジウム③  （8 号館 1 階ホール）                           13:00-16:00 

日本哲学から見た比較思想と世界哲学――ブレット・デービス先生を迎えて 

西洋哲学から世界哲学へ Bret Davis（ロヨラ・メリーランド大学 教授） 

思想・哲学の「日本性」？─近世思想の観点から 板東洋介（筑波大学 准教授） 

仏教思想と西洋哲学思想との比較の場としての西田の〈純粋経験〉 氣多雅子（京都大学 名誉教授） 

「世界から自己を考える」——西田哲学の「世界」と「哲学」 板橋勇仁（立正大学 教授） 

 

■コメンテーター： Gereon Kopf（ルター大学 教授）  

■司会： 上原麻有子（京都大学 教授） 

 

50 周年記念シンポジウム④  （8 号館 1 階ホール）                          16:00-18:00 

普遍的思想史の夢の続きへ――中村元先生の比較思想研究の回顧と展望 

普遍的思想史の夢の続きへ―仏教論理学研究の視点から 護山真也（信州大学 教授） 

中村思想における融和共生思想の現代的意義 保坂俊司（中央大学 教授） 

普遍思想史の構想：中村元、和辻哲郎、西田幾多郎 水野友晴（関西大学 教授） 

ヴェーダーンタ哲学と比較思想 加藤隆宏（東京大学 准教授） 

 

■司会： 護山真也（信州大学 教授） 

 

 

 

 

 

 

 



【連絡事項】 

1. 参加・不参加について ６月２３日（金）までに下記のいずれかの方法でお知らせください。 

①参加申込の Forms の URL（https://forms.office.com/r/dfAMq8iDpq）にて必要事項を記入ください。 

②右の QR コードを読み込み、参加申込の Forms にて必要事項を記入ください。 

③ハガキにて事務局までお送りください。  

〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨 3-20-1 大正大学文学部西洋哲学研究室内  

比較思想学会事務局 

＊学会ホームページにも同様の案内があります。 

2. 大会参加費（2,000 円） 下記のいずれかの方法で納入ください。 

①振込  ゆうちょ銀行 〇一九 当座  0189407 ヒカクシソウ ガクカイ 

        三菱 UFJ 銀行 滝野川支店（176） 普通 434249 ヒカクシソウガツカイ シバ ハルヒデ 

②振替用紙 ゆうちょ銀行 00100-1-189407 比較思想学会 

③現金 大会当日、受付で納めてください。 

3. 受付場所は両日ともに大正大学正門から入って直進し、つきあたりの 8 号館１階です。 

記帳登録し、名札、発表要旨等をお受け取りください。 

4. 会員休憩室は、10 号館 2 階 1021 教室を用意しています。飲み物等はご持参ください。 

5. 大正大学近辺での食事に関する情報は別紙をご覧ください。 

6. 喫煙場所は 1 号館裏の 1 箇所に設置しています。 歩行喫煙・吸い殻の投げ捨ては禁止です。  

 

会場（大正大学 巣鴨キャンパス）へのアクセス 

  

 

 

 

 

 

 

 

都営三田線 西巣鴨駅下車 A3 出口 徒歩 2 分     都電荒川線 庚申塚駅又は新庚申塚駅下車 徒歩 7 分 JR 埼京線 板橋駅東口下車 徒歩 10 分  

 

 

 

 

 

 

← 正門（入口）   

大正大学 巣鴨キャンパス 

個人研究発表 10 号館→ 

受付・総会・シンポ

ジウム 8 号館→ 


